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【教育目標】 総合目標 知性を磨き、心を見つめ、チャレンジする生徒

◎自主性、創造性のある生徒（知育）

◎情操豊かな生徒 （徳育）

◎健康でたくましい生徒 （体育）

【伊中ラジオ『イラハッピー』開局】 ～毎週水曜日の給食時間に放送！～
７月１２日（水）に伊良波中ラジオ『イラハッピー』が開局し、給食時間に放送を開始しま

した。３年生の放送委員から担当の先生に相談があり、「給食時間にラジオ風の放送を行い学

校を楽しく活気づけたい」「行事がない間も放送で学校を盛り上げたい」など意欲的な提案が

あり、校長を交えた会議でＯＫとなりました。記念すべき第１回目のテーマは目前に迫った「夏

休み」で、パーソナリティーの「まあみ＆かれん」の軽快なトークで夏休みの楽しみ方の話題

で盛り上がり、豊崎「美らＳＵＮビーチ」で行われるイベントなどの紹介がありました。リク

エスト曲は第１回目にふさわしい!?「元禄」という吹奏楽のクールな曲でした。曲のモチーフ

となっている元禄文化のように、生徒の皆さんが自由で

楽しい学校生活を送れればいいなと思いました。

【地区夏季ソフトテニス大会】 ～低学年団体・個人で上位入賞！～
７月１日（土）と８日（土）の両日、豊見城市庭球場において地区夏季ソフトテニス大会（低

学年の部）が行われました。（台風や雨天のため低学年

の試合は延期となっていました。）本校は、団体が３位

（ベスト４）、個人戦で古屋・崎山ペア（準優勝）、生

森・當銘ペア（３位）、

宮城・赤嶺ペア（ベス

ト８）などの上位入賞

がありました。おめで

とう！ 今後も期待！

【地区アートコンクール】 ～美術部も熱い戦いを繰り広げる！～
７月８日（土）に糸満中学校において島尻地区アート

コンクール（個人の部）が開催されました。同コンクー

ルは当日作品を制作するのではなく、生徒たちが日頃の

部活動などで制作した作品を持ち寄り審査する方式で、

生徒たちは、待ち時間を利用してポストカードを描き他

校の生徒と交換する「ポストカードセッション」で交流

しました。また、生徒審査による「みんなの choice 賞」

という賞もあったそうです。平面２０８点、立体３８点

の応募があり、本校からは３年の大城茉里奈さんが優良

賞、１年の玉元俊太郎さんが佳作に選ばれました。



令和５年７月１８日（火）【旧６月１日 小暑 鷹 乃 学 習 光化学スモッグの日】 第１４号
たかすなわちがくしゆうす

【１年 ｽｸｰﾙｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ講演会】～スマホの適切な使い方を考える！～
７月１２日（水）・１３日（木）・１４日（金）の３日間

にわたり、１学年の各学級において「スクールガーディア

ン講演会」が開催されました。スクールガーディアンは、

子どもが健全にインターネットを使える環境を目指して講

演などを行っており、昨年度に引き続き金城明子さんを講

師にお招きし、ＳＮＳの使い方、リベンジポルノ、オンラ

インゲーム、ネット依存、ネットいじめ、不適切投稿（炎

上）など多くのことを学びました。

【一人一研究授業⑤】～ＩＣＴを活用し、主体的・協働的な学習の工夫！～
７月１２日（水）に３名の先生方の「一人一研究授業」が行われました。どの授業もＩＣＴ

の活用や生徒の「主体的・対話的な学習」を意識した授業の工夫が見られました。

◎金城 美月 教諭（２年４組 保健体育）
マット運動の授業で、色々な技を組み

合わせ、スムーズな連続技ができるよう

に、タブレットで動画撮影をし、自分や

仲間の動きを確認し、課題を見つけ、解

決に向けて練習方法を工夫する授業でし

た。少人数で楽しく協力していました。

◎前大 えり 教諭（２年２組 英語）
アメリカのストリートフード（屋台）に

ついての本文を読み、リテリング（自分の

言葉で言いかえてわかりやすく英語で伝え

る）する授業でした。ペアワークや発表が

とても活発で、みんな楽しく活動しており、

とてもよい授業でした。Very Good !!

◎仲間 直也 教諭（特別支援知的学級）
「上手な謝り方をマスターしよう！」と

いう内容で、社会で人と人が関わるために

大切なことを身に付けるＳＳＴ（ソーシャ

ル・スキル・トレーニング）の授業でした。

「上手な謝り方」のポイントなどについて、

実演を交えて学びました。

【薬物乱用防止教室】～興味本位の１回が一生を台無しにする！～
７月１２日（水）の５校時に豊見城警察署の髙良克己さんを講師にお招きし、「薬物乱用防

止講演会」を開催しました。県内でも薬物事案の検挙者の増加や低年齢化が進んでいます。

また、ネット社会の進展により薬物を手に入れやすい社会

環境になっています。特に、若い世代は興味本位や知り合

いの誘いを断り切れず薬物に手を出す人が多いとのことで

す。でも、薬物に「１回だけ」はありません。興味本位の

１回が一生を台無しにします。薬物に対する正しい知識と

薬物に手を出さない・誘いを断る勇気を持ち、健康で豊か

な人生を歩んでほしいと思います。「絶対にダメ、薬物！」


